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高知大学リサーチマガジン第9号

高知大学リサーチマガジン第9号発刊にあたって
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　　A-STEP（研究成果最適展開支援プログラム）起業挑戦タイプ
　　医薬品利用を指向したリボヌクレオチド関連化合物の大量合成技術の開発
　
２．高知大学研究拠点プロジェクト
　　掘削コア科学による地球環境システム変動研究拠点
　　植物健康基礎医学研究拠点
　　生命システムを制御する生体膜機能拠点

３．学系プロジェクト
　　域内企業の学び合い・競争を通じた企業と地域の持続的発展モデルの探求と実践（人文社会科学系）
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地（知）の拠点を目指して
― 高知大学インサイド・コミュニティ・システム（ＫＩＣＳ）―

国際・地域連携センター長　受田 浩之

　高知大学は「教育」、「研究」と共に「地域貢献」を組織としての重要な柱と位置付け、平成17
年7月に「国際・地域連携センター」を立ち上げました。それ以降、連携自治体（高知県を含め現
在12自治体）との定期的な協議会の開催、並びに月一回のセンター連絡会（参加組織；高知県、
高知市、四国銀行、高知銀行、産業振興センター等）を通じて、地域の情報を機動的に共有する
システムを確立してきました。しかしながら、県内が東西に長く、34もの市町村からなる高知県に
おいて、すべての地域に対して十分な貢献を果たしているかと言えば、まだ改善の余地が大いに
あると自己評価しています。地域にはまだまだ把握できていない様 な々課題が山積していると想
定されます。この状況を改善し、さらに地域に根差した活動を展開するには、県内各所に大学の
ブランチを設置する必要があると考えていました。
　一方、高知県は平成15年から、県内を７ブロックに分けて、それぞれに地域産業振興監と地域
支援企画員を配置して、各エリアの課題に県庁をあげて支援する体制を構築してきました。平成
25年度は合計で60名の企画員を配置して、その制度を拡充しています。しかしながら、平成21年
度から推進されている高知県産業振興計画と相俟って、その課題の多様性も増し、県庁職員で
ある地域支援企画員のみでは課題解決やその対応に苦慮する場面もみられるようになってきま
した。
　そこで、本学では文部科学省「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ）」として、懸案となっていた
本学の地域ブランチを県内７ブロックの高知県地域本部に併設して立ち上げ、各地域の地域産
業振興監のカウンターパートとして、大学派遣地域コーディネーター（University Block Coordi-
nator; UBC）を常駐させる新しい地域連携の体制を発足させることに致しました。UBCは産学
連携機能と域学協働機能の２つの役割を担います。域学協働機能とは、一方で地域の教育シー
ズ（地域課題や地域の社会人）と大学とを繋いで「地域志向」の教育カリキュラムの構築を促進
し、他方で大学の研究シーズを地域課題解決につなげていく機能を言います（図１）。UBCの常
駐する場には、オフィス機能と共に、地域の学習拠点として、学生教育と社会人教育・生涯学習の
ための教室機能を併設します。またUBC及びUBCオフィス（複数）は、機動的に本学本部との情
報共有が可能なシステムを整備すると共に、大学の教職員、学生との連携体制が構築できるよう、
従来の学内体制との有機的な接合を図ります。これらを通じて、地域課題解決を担う人材育成と
大学シーズを活かしたアドバイザー機能の両方を備えた域学協働の「地域づくり」システムを構
築して、地域再生・活性化を推進します。当該システムは、個別領域の課題解決と同時に地域の
課題解決能力（「地域力」）の向上を図り、持続可能な地域再生・活性化を実現するものです。
　最終的（平成29年度）には、県下7ブロックにサテライトオフィスを設置し、うち4ブロック（高知
中央エリア、安芸エリア、嶺北エリア、幡多エリア）に常駐のUBCを配置します。尚、高知中央エリ
アのオフィスはUBCオフィスの拠点「地域連携推進センター」（朝倉キャンパス：平成26年度に国
際・地域連携センターと総合教育センター・社会協働教育部門を改組して立ち上げる新セン
ター）に併設します。平成29年度以降は、高知県との協働により県下7ブロックにサテライトオフィ
スとUBCを配置し、地域の声を丁寧に拾い、大学と地域をつなぎ、地域と地域の協力体制を生
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み出しながら、地域課題解決活動を推進していく予定です。これらの取り組みにより、大学が地
域に深く寄り添い、かつ身近な存在として、地域と共に歩む役割を果たしていきたいと考えており
ます（大学が地域に入り込むというニュアンスを込め高知大学インサイド・コミュニティ・システ
ム：KICSと名付けました）。
　ＵＢＣは地域にとって緊急性の高い課題と共に、まだ顕在化していない地域課題を掘り起こし、
それらを本学と高知県とが連携して設置する「高知県地域社会連携推進本部」（図２）に提言し
ます。同本部は地域として取り組むべき内容の整理とその優先順位を明確化します。そして学内
に設置された学長を機構長とする「国際・地域連携推進機構」を通じて、戦略的に大学の研究
シーズを地域課題解決につなげていきます。このニーズ先行の研究推進に対して、「地域志向研
究経費」を新設して、平成25年度から学内公募をスタートさせました。年度途中の募集であった
にもかかわらず、大変意欲的な提案を多数お寄せ頂き、本事業の手応えを感じているところです。
平成26年度以降は、課題の緊急度や規模に対応して予算が効果的に措置されるよう、「高知県
地域社会連携推進本部」における議論をしっかりと学内周知していきたいと考えております。
　本学が平成27年度の立ち上げを目指して、「地域協働学部（仮称）」の設置を進めていること
は皆様ご存じの通りです。本学部では地域協働に参加する多くの組織や人々の力を活かし、課
題解決のための活動を円滑に進めるリーダーの養成を目指します。「プロジェクトマネジメント機
能」、「オーガナイズ機能」、「プランニング機能」というリーダーとしての３つの能力を養成するた
め、「キャンパスは地域、テキストは人」というコンセプトで、地域の有する力をお借りして、同時に
その成果を地域に還元することを教育システムとして確立します。本学部の教育も、ＵＢＣ並びに
ＵＢＣオフィスを拠点として展開していきます。さらに地域協働学部のみならず、本学の共通教育、
並びに学部専門教育も、地域に関わる内容を一層深化・充実していけるよう、ＫＩＣＳ、並びにＵ
ＢＣがそのコーディネートと様 な々支援を図ってまいります。その実現に向けて、予算として「地域
志向教育経費」も新設致しました。本経費が呼び水となり、地域課題を取り扱う教育プログラム
が一層充実し、本学が「地域の大学」のモデルとして、さらに個性化していくことを期待します。
　昨年8月に採択大学が発表になった後、秋口から各大学において一斉に事業が開始されていま
す。各地におけるシンポジウムの開催も活発で、ＣＯＣ事業に対する全国的な関心が極めて高い
ことを実感しております。その中で本学のＫＩＣＳ事業は、自治体との密接な連携に基づく特徴
的な取り組みとして注目度も高く、「地域の大学」として本学のレゾンデートルを全国的に発信し
ていく好機が訪れていると考えています。是非、本学の皆様のＫＩＣＳに対する積極的な関わり
と、ご支援をお願い申し上げます。
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医薬品利用を指向したリボヌクレオチド関連化合物の大量合成技術の開発
A-STEP研究成果最適展開支援プログラム起業挑戦タイプ１
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高知大学研究拠点プロジェクト

掘削コア科学による地球環境システム変動研究拠点
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高知大学研究拠点プロジェクト

植物健康基礎医学研究拠点
抗酸化能をもつアミノ酸類縁体エルゴチオネインの定量用酵素の開発

総合科学系生命環境医学部門　村松久司、永田信治

　植物健康基礎医学研究拠点では「地上部環境の改善（１）病害」、「地上部環境の改善（２）

虫害」、「根圏環境の改善」、「生産物・残さの高度利用、高付加価値化」の４つの領域で課題研

究を推進している。本稿では、「生産物・残さの高度利用、高付加価値化」領域の「バイオマス由

来の微生物機能の探索と産業利用」に関する研究成果を紹介したい。

　エルゴチオネイン（ERT、図１）は麦角菌が麦に感染して形成される麦角から単離された水溶

性のアミノ酸類縁体である。ERTはチオール基とベタイン構造を有するヒスチジン類縁体であり、

強い抗酸化作用と金属イオン補足能を有している。近年、ニンニク、ブロッコリー、タマネギ、ほう

れん草、セロリ、豆、玄米、オートブラン、カボチャの種、家畜飼料用小麦などの植物にERTが含

まれることが明らかにされ、他にも、タモギタケ、アンズタケなどの食用キノコ類や鶏、豚、牛、羊

など様 な々生物からERTが検出された。しかし、動植物はERTを生合成できず、自然界において

は一部の細菌や真菌のみが生合成し、それが食物連鎖で様々な生物に広がっていると考えられ

ている。植物や微生物におけるERTの取り込み様式は現在のところ不明であるが、哺乳類にお

いては、ERT特異的トランスポーターOCTN1によって能動的に細胞中に取り込まれることが報

告されている。ヒトのOCTN１は関節リウマチやクローン病と関係があるため、関節リウマチやク

ローン病の患者の血中ERT濃度を測定したところ、関節リウマチ患者の血中ERT濃度は健康な

人に比べて高く、反対にクローン病患者は低いことが報告された。これらの研究成果から、ERT

は関節リウマチやクローン病を診断するための新たなバイオマーカーとして期待されている。また、

生体内におけるERTの役割については不明な点が多いものの、抗酸化作用をはじめERTの様々

な機能が明らかにされつつあり、今後、食品中のERT含量に関する情報が求められることも予想
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される。しかし、現在のところ、ERTの分析は質量分析機や高速液体クロマトグラフによる方法

が中心であり、高価な設備が必要である。最近、我々は、環境中から分離したBurkholderia属細

菌にERT代謝酵素エルゴチオナーゼ（ERTase、図１）を見出し、本酵素を利用した簡便で迅速

なERT定量分析法の開発に成功したので紹介する。

　0.023%ERT、0.5%グルコース、 1.0 % KH2PO4, 0.2 %クエン酸、0.02 % MgSO4·7H2Oを含

むERT培地（pH 7.2）でERT資化性細菌の分離を試みた。野外から採取したバイオマス資源等

をそれぞれ1mlのERT培地に入れ、30℃で4日間振とう培養し、白濁した培地を0.1mg/mlシクロ

ヘキシミドを含むERT平板培地に塗布した。好気条件下、30℃で培養し、生じたコロニーをERT

資化性細菌とした。ERT資化性細菌を30℃で振とう培養し、1mMフッ化フェニルメチルスルホニ

ル（PMSF）を含む10mMピロリン酸緩衝液（pH 9.0）に培養菌体を懸濁し、氷上で超音波処理

した遠心上清を粗酵素液としてERTase活性を測定した。0.25mM ERTを含む10 mMピロリン

酸緩衝液（pH 9.0）に粗酵素液を加えて、30℃で加温しながら、チオールウロカニン酸の生成に

由来する波長311nmの吸光度の変化を経時的に測定した。活性測定の結果、分離したERT資化

性細菌のうち5菌株の粗酵素液にERTase活性を検出した。16S rDNAの塩基配列からERTase

活性を示した株は全てBurkholderia属と同定され、最も高い酵素活性を示したBurkholderia 

sp. HME13株からERTaseの精製を試みた。ERT培地で培養した菌体を1mM PMSFを含む

10mMピロリン酸ナトリウム緩衝液（pH 7.2）に懸濁し、氷上で超音波破砕して粗酵素液を調製

した。粗酵素液から硫安分画（35－65%飽和）、トヨパールDEAE-650Mカラムクロマトグラ

フィー、トヨパールButyl-650MカラムクロマトグラフィーでERTaseを120倍に精製した。精製酵

素のN末端アミノ酸配列情報を用いてデータベース検索し、本酵素と同一のN末端アミノ酸配列

を持ったタンパク質をコードする5種類の遺伝子を同定した。この遺伝子の配列情報からBurk-

holderia sp. HME13のERTase遺伝子を同定し、大腸菌を宿主とした本酵素発現系の構築を試

みた。pET21a(+)のNdeⅠ-HindⅢ部位にERTase遺伝子を挿入したプラスミドpERGでRosetta2

(DE3)を形質転換した。pERGを保持するRosetta2(DE3)細胞内で本酵素は可溶性画分に発現さ

れたので、形質転換株の粗酵素液を硫安分画（30－50%飽和）、トヨパールDEAE-650Mカラム

クロマトグラフィー、トヨパールButyl-650Mカラムクロマトグラフィーに供し、ERTaseを均一に精

製した。

　ERTaseは、pH 8.0 (0.1 Mトリス塩酸緩衝液、30℃)、65℃（10 mM リン酸ナトリウム緩衝液、

pH 7.2）で最も高い活性を示した。また、本酵素を様 な々条件下で30分間加温したところ、pH 7.0

から10.0、60℃以下で高い安定性を示すことがわかった。本酵素の一次構造はヒスチジンアンモ

ニアリアーゼ、フェニルアラニンアンモニアリアーゼと似ているが、D-ヒスチジン、L-ヒスチジン、
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D-フェニルアラニン、L-フェニルアラニン、D-チロシン、L-チロシンに全く作用せず、ERTに高い特

異性を示すことがわかった。本酵素のERTに対するKmは19μM、Vmaxは270μmol/min/mgで

あった。本酵素反応は1.0mM BaCl2により120%に活性化され、1.0mMのCuSO4、ZnSO4、

HgCl2により、それぞれ9.0、13、1.4％まで低下した。また、1mM CoCl2により本酵素の活性は半

減した。その他には阻害される金属や化合物は見つからなかった。このように、酵素反応速度論

的手法による機能解析の結果から、ERTaseは、①pHや熱の変化に対して安定性が高い。②

ERTと構造が類似したアミノ酸にも作用しない高い基質特異性を持つ。③ERTに対するKmが

充分に低く、低濃度域のERT定量が可能である。④酵素反応を阻害する物質がほとんどない、

という定量分析に適した性質を持つことが明らかになった。そこで、ERTaseと分光光度計を

使って、タモギタケおよび馬脱繊維血液のERT含量を測定したところ、正確な定量分析が可能で

あることがわかった。分光光度計を検出器として用いた定量分析法は、一般にハイスループット

化が容易であるため、ERTaseを利用すればERTのハイスループットアッセイが可能である。今

後、本法が実用化され、植物の病害とERTの関係や動物におけるERTの生理機能を解明する一

助になることを願っている。

　高知県は海洋や森林など豊かな自然環境に恵まれているため、微生物の分離源になるバイオ

マス資源の収集が容易であり、これは微生物学研究を行うにあたり、大きなアドバンテージをも

たらす。本拠点研究で、我々はバイオマス由来の産業用微生物資源を多く発掘し、その機能を解

析して、特性を活かした利用法を提案したいと考えている。
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高知大学研究拠点プロジェクト

生命システムを制御する生体膜機能拠点
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学系プロジェクト

域内企業の学び合い・競争を通じた
企業と地域の持続的発展モデルの探求と実践
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学系プロジェクト

高知県大豊町東豊永地区の土地利用と社会の変化1
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学系プロジェクト

急性腎障害（Acute Kidney Injury:AKI）と尿細管の再生
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学系プロジェクト

汚染土壌における安全な作物生産を目指して
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平成25年度研究功績者賞

東・東南アジアの土壌生態環境および機能の評価と修復
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平成25年度研究功績者賞

嗅覚記憶の研究
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- 30     - - 31     -



平成25年度研究功績者賞

近赤外蛍光に関する研究と製品化

１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 32     - - 33     -



平成25年度研究功績者賞

新しい増感放射線療法KORTUCの開発とその臨床応用

１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 32     - - 33     -



平成25年度研究功績者賞

ヘリコバクター・ピロリ関連疾患の病態解析と臨床検査診断

１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 34     - - 35     -



平成25年度若手教員研究優秀賞

バクテリオファージの応用と基礎研究

１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 34     - - 35     -



１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 36     - - 37     -



平成25年度大学院生研究奨励賞

新規ヒトがんウイルスとその腫瘍化機序について

１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 36     - - 37     -



平成25年度大学院生研究奨励賞

大規模自然災害被災者の心的外傷後ストレス障害、睡眠健康、
食習慣、精神衛生についての疫学的研究

１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 38     - - 39     -



第34回 アカデミアセミナー in 高知大学 １
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 38     - - 39     -



第35回 アカデミアセミナー in 高知大学１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 40     - - 41     -



第36回 アカデミアセミナー in 高知大学 １
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 40     - - 41     -



第37回 アカデミアセミナー in 高知大学１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 42     - - 43     -



アカデミアセミナー in 高知大学（部局間合同研究発表会）開催状況 １
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 42     - - 43     -



アカデミアセミナー in 高知大学（部局間合同研究発表会）開催状況１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 44     - - 45     -



アカデミアセミナー in 高知大学（部局間合同研究発表会）開催状況 １
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 44     - - 45     -



学術研究に関わる受賞等１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 46     - - 47     -



１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学

　 

研
究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
．ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

学術研究に関わる受賞等

- 46     - - 47     -



学術研究に関わる受賞等１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学
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究
顕
彰
制
度
受
賞
者

５
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カ
デ
ミ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 48     - - 49     -



学術研究に関わる受賞等 １
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
学
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顕
彰
制
度
受
賞
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デ
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ナ
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高
知
大
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術
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関
わ
る
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賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
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助
成
事
業
採
択
状
況

- 48     - - 49     -



学術研究に関わる受賞等１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
成
25
年
度
高
知
大
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賞
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セ
ミ
ナ
ー

　 

in 

高
知
大
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６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 50     - - 51     -
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．今
年
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の
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学術研究に関わる受賞等１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
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３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
．平
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知
大
学

６
．学
術
研
究
に
関
わ
る

　 

受
賞
等

７
．平
成
25
年
度
科
学
研
究
費

　 

助
成
事
業
採
択
状
況

- 52     - - 53     -



学術研究に関わる受賞等 １
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
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ク
ト
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年
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学
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事
業
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択
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況

- 52     - - 53     -



学術研究に関わる受賞等１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
．高
知
大
学
研
究
拠
点

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
．学
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
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成
25
年
度
科
学
研
究
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助
成
事
業
採
択
状
況

- 54     - - 55     -



学術研究に関わる受賞等 １
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
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知
大
学
研
究
拠
点
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ク
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学術研究に関わる受賞等１
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年
度
の
ト
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ッ
ク
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大
学
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究
拠
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ク
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．平
成
25
年
度
科
学
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究
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事
業
採
択
状
況

- 56     - - 57     -
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ト
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ク
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学術研究に関わる受賞等１
．今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
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知
大
学
研
究
拠
点
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ク
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　高知大学において実施された多くの研究の内容をお伝えするために、リサーチマガジン第9

号をお届けします。高知大学は、「海」、「環境」、「生命」というキーワードのもとに、関連するテ

ーマの研究を活発に行っています。本号に目を通していただければ、本学で行われている多

彩な研究内容がお分かりいただけるものと思います。①今年度のトピックス、②高知大学研究

拠点プロジェクト、③学系プロジェクト、④高知大学研究顕彰制度受賞者、⑤アカデミアセミナ

ー in 高知大学、⑥学術研究に関わる受賞等、⑦科学研究費助成事業採択状況で構成され

、多くの研究活動の状況がまとめられております。もちろん、学内にはこれ以外にも多くの優れ

た研究がありますが、紙面の都合上、紹介できる内容にも限りがあり、今後可能な限り順次紹

介していきたいと考えております。

　本マガジンの使命は、独創的・学術的・先端的な研究プロジェクトの成果を学内外に向けて

継続的に発信し、それによる本学の研究評価に有益な情報提供の場を強固なものとすること

にあります。学内の教職員の皆様におかれましては、本マガジンの取組みに対しても今後も

変わらぬご支援とご協力をお願いいたします。

　最後に、年度末のご多忙な時期に、原稿執筆を快く引き受けくださった執筆者の皆様に深く

感謝いたします。

総合研究センター長　　　

大西　浩平　　　
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